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故
松
原
三
郎
博
士
は
、
旧
金
沢
医
科
大
学
初
代
の
精
神
医
学
教

授
で
あ
る
。
松
原
博
士
遺
品
の
文
書
類
の
調
査
を
行
っ
た
正
橋
は

一
枚
の
文
書
を
発
見
し
、
泉
が
検
討
を
行
っ
た
。
こ
の
文
書
は
、

ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
市
衛
生
局
が
一
九
○
七
年
に
ユ
ダ
ヤ
人
移
住
者
の

た
め
に
作
成
し
た
結
核
の
予
防
・
治
療
に
関
す
る
広
報
文
書
で
、

イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
（
園
＆
尉
三
で
書
か
れ
て
い
る
。
松
原
博
士
が
、

米
国
留
学
中
に
収
集
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
は
東
欧
系
ユ
ダ
ヤ
人
の
共
通
語
で
、
中
高
ド

イ
ツ
語
（
冨
言
①
三
○
、
臣
の
目
印
ｇ
）
を
基
礎
と
し
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
、
ポ

ー
ラ
ン
ド
語
、
ロ
シ
ア
語
な
ど
が
加
わ
っ
て
生
ま
れ
た
言
語
で
あ

る
。
文
字
は
、
へ
プ
ラ
イ
文
字
を
用
い
る
。
こ
の
文
書
は
、
我
国

で
発
見
さ
れ
た
医
史
学
史
料
中
、
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
で
書
か
れ
た

最
初
の
も
の
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
内
容
と
言
語
。
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故
松
原
三
郎
博
士
遺
品
中
の
一
文
害

Ｉ
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
で
耆
か
れ
た
医
史
学
史
料

泉
彪
之
助
・
正
橋
剛
二

社
会
的
背
景
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

一
九
世
紀
末
か
ら
二
○
世
紀
は
じ
め
に
か
け
、
ロ
シ
ア
に
起
こ

っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
な
ど
の
理
由
で
、
二
○
○
万
人
以
上
の
ユ
ダ

ヤ
人
が
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
、
そ
の
九
五
％
が
東
欧
系
で
あ
っ
た
。

中
で
も
多
数
が
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
に
移
住
し
、
一
○
年
間
に
五
五
万

人
が
増
加
、
そ
の
大
部
分
が
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
南
部
の
ロ
ー
ワ
ー
イ

ー
ス
ト
サ
イ
ド
と
呼
ば
れ
る
地
域
に
住
ん
だ
。
過
密
か
ら
多
く
の

社
会
問
題
が
起
こ
り
、
そ
の
一
つ
が
病
気
、
と
く
に
結
核
で
、
一

九
○
六
年
、
同
地
域
の
ユ
ダ
ヤ
人
一
○
○
○
人
中
一
二
人
が
結
核

患
者
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
文
書
は
、
そ
う
し
た
状
況
を
背
景

に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

文
書
は
四
頁
か
ら
な
り
、
第
一
頁
は
表
題
。
第
二
頁
は
結
核
の

予
防
法
で
、
身
辺
の
清
潔
と
、
「
た
ん
を
吐
く
な
」
と
い
う
こ
と
が

強
調
さ
れ
て
い
る
。
第
三
頁
は
結
核
患
者
の
養
生
法
で
、
栄
養
・

大
気
・
安
静
を
最
良
の
治
療
法
と
し
て
い
る
。
他
人
に
伝
染
さ
せ

な
い
方
法
と
し
て
、
「
た
ん
を
吐
く
な
」
と
い
う
こ
と
が
や
は
り
重

視
さ
れ
て
い
る
。
第
四
頁
は
結
核
患
者
の
無
料
診
療
を
行
う
病

院
・
診
療
所
の
リ
ス
ト
で
、
医
療
機
関
名
、
住
所
、
診
療
時
間
な

ど
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
文
書
に
用
い
ら
れ
た
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
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語
は
標
準
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
よ
り
文
体
が
古
く
、
ド
イ
ツ
語
に
よ

り
近
い
。

こ
の
文
書
の
医
学
的
内
容
に
は
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
。

（
一
）
結
核
対
策
を
集
団
的
施
策
に
よ
ら
ず
、
「
た
ん
を
吐
く

な
」
と
い
う
よ
う
な
個
人
的
方
策
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
。
こ
こ
に

は
集
団
検
診
や
隔
離
な
ど
の
記
載
は
な
い
。
こ
れ
は
対
象
集
団
が

大
き
す
ぎ
て
集
団
的
に
処
理
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
集
団
的
手
法

の
未
確
立
、
集
団
的
施
策
が
ア
メ
リ
カ
文
化
の
性
格
に
な
じ
ま
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
早
く
受
診
す
れ
ば
完
治
す
る
と
あ
り
、
広
報
文
書
と
し

て
は
当
然
か
も
知
れ
な
い
が
、
結
核
治
療
法
が
確
立
し
て
い
な
か

っ
た
当
時
と
し
て
は
や
や
楽
観
に
過
ぎ
よ
う
。

（
三
）
結
核
患
者
の
無
料
診
療
を
主
と
し
て
民
間
の
施
設
に
よ

っ
て
い
る
こ
と
。
後
に
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
市
は
市
立
病
院
を
設
立
し

て
貧
し
い
患
者
の
無
料
診
療
を
行
う
が
、
こ
の
時
点
で
は
、
そ
う

こ
の
文
書
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
当
時
す
で
に
マ
ウ
ン

ト
・
サ
イ
ナ
イ
病
院
な
ど
ユ
ダ
ヤ
系
の
病
院
が
設
立
さ
れ
、
ま
た

ユ
ダ
ヤ
人
団
体
が
活
動
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
ユ
ダ
ヤ
系
住
民
の

し
た
方
針
は
と
ら
れ
て
い
な
い
。

結
核
患
者
は
、
数
は
多
か
っ
た
が
死
亡
率
は
も
っ
と
も
低
か
っ
た

と
い
う
。

こ
の
解
読
と
平
行
し
て
、
正
橋
は
極
め
て
近
似
し
た
内
容
の
英

文
文
書
を
発
見
し
た
。
こ
の
文
書
は
、
結
核
の
予
防
・
治
療
に
つ

い
て
の
内
容
は
ほ
と
ん
ど
同
文
で
あ
る
一
方
、
い
く
つ
か
の
点
で

明
白
な
差
異
が
あ
る
。
両
者
の
関
係
は
、
今
後
さ
ら
に
検
討
し
た

い
○

定
住
外
国
人
の
増
加
に
よ
り
、
我
国
で
も
行
政
当
局
が
広
報
文

書
を
日
本
語
以
外
の
言
語
で
作
成
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
。

イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
文
書
は
、
そ
う
し
た
時
代
の
医
史
学
研
究
に
言

語
研
究
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
、
多
文
化
社
会
、
多
言
語
社
会
ア

メ
リ
カ
の
状
況
か
ら
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
介
護
老
人
保
健
施
設
陽
翠
の
里
、
（
医
）
白
雲
会
）


